
次期豊岡市地方創生総合戦略について①

■ 市政経営方針と一体策定

○ 総合戦略の取組みは「基本構想（市政経営方針）」の中から地方創生に資する取組みを抽出して体系
化し、策定している。

○ 基本構想における戦略目的「小さな世界都市 － Local & Global City ー」を目指す取組みと地方創
生総合戦略の多くの取組みは含まれる施策の範囲が必ずしも一致するものではないが、本市においても
人口減少対策・地方創生に関連する施策がより重要度を増し、両者の一体的運用による相乗的な効果促
進が求められる。
⇒人口減少対策を重点事項として、市政経営方針と一体的に策定するとともに、進行管理等を併せて行
うことで、一貫的でより効率的かつ効果的な施策推進を目指す。

【一体的運用に係る国の見解】 「地方版総合戦略の策定・効果検証のための手引き（令和５年12月版）」抜粋

○ 総合計画等を見直す際に、見直し後のこれらの計画等が、デジタルの力を活用した地方創生という目的が
明確であり、目標や重要業績評価指標（KPI）が設定されるなど、地方版総合戦略としての内容も備えてい
るような場合には、これらの計画等と地方版総合戦略を一つのものとして策定することは可能

■ 次期総合戦略は２０２５年度に後期市政経営方針と一体的に策定
【計画期間：２０２６年度～２０２９年度（４年間） 】

⇒現総合戦略の計画期間を１年延長する

資料６



地方創生総合戦略基本構想

まちの将来像並びにその実現のための重点的な課題及び
取組の方向を示す指針（計画期間：12年間）

基本構想と地方創生総合戦略の関係

長期目標
命への共感に満ちたまち
（イメージ…みんなが幸せを感じられるまちに

なっている）

市政経営方針（４年間）

基本構想に定めたまちの将来像を実現するための重点的
な政策及びその戦略的な進め方を示す方針
⇒市長任期に合わせ４年ごとに見直し
（前期・中期・後期）

各主要手段を実現するための具体的手段と具体的手段を
実現する事業で構成（2023年度：49事業）

戦略目的

小さな世界都市 － Local & Global City ー

ローカルであること、地域固有であることを

通じて世界の人々から尊敬され、尊重されるまち

戦略目的 暮らすなら豊岡と考え、定住する若者が増えている

主要手段01
豊岡の暮らしの「豊かさ」が内外に知ら

れている

主要手段02
多様なライフスタイル・働き方及び多彩

な事業活動が実践されている

主要手段03 いきいきと暮らす女性が増えている

主要手段04 豊岡で人々が世界と出会っている

主要手段05
子どもたちのふるさとへの愛着が育まれ

ている

主要手段06 結婚したいと思う人が結婚できている

上位目的
豊岡に暮らす価値を認め、豊岡で暮らすことに自信

と誇りを持って住む人が増えている

根拠法令：豊岡市基本構想及び市政経営方針に関する条例 根拠法令：まち・ひと・しごと創生法

地方創生に資する
政策・施策を
抽出し、体系化

個別計画

（計画期間：５年間）



年度
2015
(H27)

2016
(H28)

2017
(H29)

2018
(H30)

2019
(R1)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

2025
(R7)

2026
(R8)

2027
(R9)

2028
(R10)

2029
(R11)

2030
(R12)

基本構想

市政経営方針

市長任期

地方創生総合戦略

【豊岡市】

【国】

【県】

【参考：関連計画】

DX推進戦略

こども計画

とよおか教育
プラン

GG解消戦略

多文化共生
プラン

延長

延長 前期 後期

第1期

第3期

市政経営方針との一体策定について（計画期間）

中期

第2期

策定

★包含

策定

延長

策定

第4次 第5次

前期 後期

デジタル田園都市国家構想総合戦略

第1期 第2期 第3期

まち・ひと・しごと創生
総合戦略



次期豊岡市地方創生総合戦略について②

◼ 国の「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を勘案

○ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、テレワークの普及や地方移住への
関心の高まりなど、社会情勢がこれまでとは大きく変化している中、デジタルの力を活
用して地方創生を加速化・深化し、「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」 
を目指す

○ 2022年12月、国は「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を抜本的に改定した「デジタ
ル田園都市国家構想総合戦略」を新たに策定
【計画期間：２０２３年度～２０２７年度】

●地方自治体は、地域がそれぞれ抱える社会課題等を踏まえ、
地域の個性や魅力を生かした地域ビジョンを再構築し、
地方版総合戦略を改訂するよう努める。



デジタル田園都市国家構想総合戦略について （2022年12月23日 閣議決定）

内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局作成資料より抜粋



第２期豊岡市地方創生総合戦略の改訂について

1 計画期間の延長

延長前）２０２０年度～２０２４年度  ⇒延長後）２０２０年度～２０２５年度

２ 延長期間（１年間）の数値目標・ KPIの設定

２０２３年度の結果を踏まえ、２０２４年度の達成見込みを勘案し、次のとおり設定する。

【２０２３年度で目標を達成した事業】期間延長分の目標値を加算もしくは据え置き

【その他の事業】据え置き 

３ 事業の見直し
⚫ 現行戦略（第５版）記載事業を２０２４年度事業へ置き換え

⚫ ２０２５年度実施事業の検討

【計画期間の延長に関する国の見解】

○ 地方版総合戦略の期間も国の総合戦略の期間を勘案して設定するよう努める。ただし、地域の実情に応じた計画
期間を設定することも差し支えない。 【「地方版総合戦略の策定・効果検証のための手引き（令和5年12月版）」抜粋】

○ 現行の地方版総合戦略の期間を延長して事業を申請する場合、延長期間終了後、切れ目なく次期地方版総合戦
略が策定され、次期地方版総合戦略においても当該事業が位置付けられている。
【デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ（先駆型、横展開型、Society5.0型））の取扱いについて「地方版総合戦略について」抜粋】
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